漁業　理解度チェックテスト
問1
漁業事故に関して正しいものを、以下より全て選択してください。　
A. 漁業は、事故が多いが、一般船舶と同程度である。
B. 漁業における事故の多くは、多数の乗組員が乗船している大型漁船で起きている。
C.　漁業における事故は、20トン未満の小規模漁船の事故が大半である。
正解：C
解説： 
漁業における事故は、20トン未満といった小規模漁船で多くが発生しています。
小規模漁船においても、事故対策のための安全管理には最大限の注意を払っていくことが大切です。
資料参照ページ：P.3,4
問2
漁業における事故に関して正しいものを、以下より全て選択してください。　
A. 転倒事故は、発生しても軽微な事故である。
B.　ウィンチなど出力の大きい漁労機器を用いている場合は、はさまれ・巻き込まれ事故が発生しやすい。

C. 海中転落は、ライフジャケットを着用しておけば十分である。
正解：B
解説： 
漁業における事故は、機械へのはさまれ・巻き込まれ事故、転倒事故、海中転落事故などが多くなっています。特にウィンチなど出力の大きい漁業機器を用いている漁業種類では、機械を止めずにごみなどを取り除こうとして手を出してしまうなどが原因で、巻き込まれ事故が起こっており、注意が必要です。
転倒事故でも、頭部をぶつけるなどして、重傷につながることがあります。また海中転落ではライフジャケットの着用をしていても、自身で船に戻れないケースなどがあります。転落のリスクを減らしたり、また転落しても救助されやすいよう、対策を講じていくことが必要です。
資料参照ページ：P.5
問３
ライフジャケット着用に関して、安全の観点から適切な行動を、以下より全て選択してください。　
A. ライフジャケットは、定期点検などのメンテナンスを行う。
B. ライフジャケットは、航行中はいつでもすぐに着用できるよう、船の手にとりやすいところに置く。
C. ライフジャケットは、作業内容にマッチしたタイプを着用する。
正解：A、C
解説：
ライフジャケットは、定期点検などのメンテナンスをしっかりと行ったものを使用することで、いざというときに膨らまないといった事態を避けることができます。また、バランスを崩しやすい船上では、転倒した際に頭部を打つことなども考えられます。

ライフジャケットは、いつでもすぐに着用できるよう、船の手にとりやすいところに置くのではなく、水上では必ず着用しましょう。最近では、軽く着けやすいものが開発されていますので、作業内容にマッチするタイプを選びましょう。
また、安全装備はライフジャケットだけではなく、滑り止めがついた長靴の着用や、飛来物や転倒の恐れがある場合はヘルメットを着用するなど、安全装備は業務内容や環境に応じて適切なものを着用することが必要です。
資料参照ページ：P.9
問４
危険箇所への対応として、安全の観点から適切な行動を、以下より全て選択してください。
A. 船の突起にぶつかるとケガをするため、緩衝材を巻いている。
B. 船の前後を行き来する際、通路が狭くて危険だが、気を付けて歩けばよいので、特に対策はしない。
C. 魚のうろこなどで汚れた箇所は、滑りやすいため、すみやかに清掃する。
正解：A,C
解説：
滑りやすい箇所、段差、ぶつかりやすい箇所などの危険箇所は、危険箇所自体を直したり、色を塗り分けて視認性を高めることなどが、対応策として考えられます。魚のうろこなどで汚れた箇所をすみやかに清掃することも対応策の一つです。
狭い通路も、バランスを崩した際の事故につながりやすくなることから、危険箇所といえます。気を付けて歩くことも大事ですが、危険箇所への対応という観点からは、「気を付ける」で終わらせず、道具を整理し通路に物がないようにする、手すりを設置するなどの改善策を検討するとよいでしょう。
資料参照ページ：P.10
問５
ヒヤリ・ハット時における適切な行動を、以下より全て選択してください。　
A.　床が滑り、転びかかったが、よくあることなので特に気にしなかった。
B. 床が滑り、転びかかったことがあったため、床の滑り止め塗料を塗りなおした。
C. ヒヤッとしたことがあったら、報告してもらうように乗組員に伝え、情報の共有をしている。
正解：B,C
解説：
ヒヤリ・ハットは事故を未然に防ぐための重要なヒントです。対策検討につなげ、次の事故を防ぎましょう。
また、ヒヤリ・ハットは、事故になっていないため、つい報告や共有をせずに済ませてしまいがちです。乗組員にも、ヒヤリ・ハットや危険に気づいたことがあったら報告してもらい、情報を共有するようにしましょう。
資料参照ページ：P.11
問６
船舶や機械の点検に関して、安全の観点から適切な行動を、以下より全て選択してください。　
A. 出航前は、エンジン音の不調だけを確認してから、出航している。
B. 船舶や漁労機器について、定期的に自分自身でもチェックを行っている。
C. 漁労用のネットウィンチやクレーンなどの油圧機器について、船舶検査の際に、造船所等に点検を依頼している。
正解：B,C
解説：
船舶や機械は、故障などが大きなけがにつながる可能性があり、適切に管理をしておくことが大切です。自主的なチェックの実施や、特に出力の大きい漁労機械などについては、外部による点検も取り入れることで、より安全に操業できます。
出航前点検については、エンジン音のみではなく、検査すべきポイントがあります。国土交通省が作成している「発航前検査チェックリスト」なども参考にして、日ごろ見逃しているポイントがないか振り返ってみましょう。

資料参照ページ：P.14
問７
漁労機械などの使用に関して、安全の観点から適切な行動を、以下より全て選択してください。　
A. 一人で操業しており、ネットウィンチに緊急停止装置を後付けで装備した。
B. 二人で操業しているため、ネットウィンチに万が一巻き込まれた際には、もう一人が停止操作を行えばよいので、特段の対応はしていない。
C. 海中転落時の自動通報システムを導入した。
正解：A,C
解説：
一人で操業している場合、機械に巻き込まれそうになってからでは、緊急停止レバーに手が届かないような機械の構造になっていることがあります。海中転落時の自動通報システムは、落水時に迅速に漁協や管理部門に通報することで、迅速な捜索・救命が可能となる技術です。こうした技術などを積極的に活用し、少しでも被害につながりにくい、安全な環境にしていくことが大切です。
二人で操業している場合でも、ネットウィンチの停止操作をすぐに行うことができない場合も考えられます。緊急停止装置の導入を積極的に検討することが望ましいと考えられます。
資料参照ページ：P.15
問８
漁労機械などの使用に関して、安全の観点から適切な行動を、以下より全て選択してください。
A.　乗組員は皆ベテランのため、機械の使い方や注意などは特に共有していない。
B. 機械を動かす際、声がけをして乗組員に知らせてから動かすことを忘れがちのため、「声がけ徹底」の注意点を操作盤の近くに掲示した。
C. 機械の緊急停止時のボタンを目立つように色分けした。
正解：B,C
解説：
いざというときにすぐに判断や指示ができるよう、ボタンを色分けしたり、注意点や声がけなどの手順を身近なところに掲示等しておくと、安全に機械を使用することに役立ちます。
機械の使い方や注意点などは、つい「わかっている」と思いがちですが、現場ではうっかりすることや注意が及ばないことも発生します。機械を安全に正しく使うため、使い方は明確にし、可視化できるものは可視化しましょう。

資料参照ページ：P.16
問９
安全対策を検討するにあたり、正しいものを、以下より全て選択してください。
A.　安全対策を検討する際、ヒヤリ・ハット情報から検討を行う。
B.　天候や体調、機械の調子をチェックする際、安全に配慮してチェックする。
C. 安全対策の検討は、実際に漁に出ている時期に取り組む。
正解：A,B
解説：
安全対策を検討する際は、ヒヤリ・ハット情報は重要なヒントとなります。また、天候に懸念がある日や、体調不良がある日に無理をすることは事故につながりやすくなります。日々、出航前の天候や体調、機械の調子の確認などに際して安全を意識したチェックを心がけましょう。
年に１回の振り返りでは、必ずしも出漁期でなくとも、休漁期などを活用し、船の危険箇所の見直しや定期点検など、毎日は取組みづらい対策に取り組んだり、検討する機会にしましょう。
資料参照ページ：P.17
問10
「作業安全規範チェックシート」に関し、正しいものを、以下よりひとつ選択してください。
A.　「作業安全規範チェックシート」は、法人・会社向けで、一人親方や家族経営向けではない。
B. 「作業安全規範チェックシート」は、全ての漁業者の安全のためのチェックシートである。
C.　「作業安全規範チェックシート」は、発生しやすい事故事例が24項目書かれているチェックシートである。
正解：B
解説：
「作業安全規範チェックシート」は、全ての漁業者が安全に操業するために取り組む項目を24項目にまとめたチェックシートで、漁業者の方自身がチェックを行い、不足点を検討するためのものです。安全は、法人・会社だけではなく、全ての漁業者の方にとって重要な取組です。ぜひ活用してみてください。
資料参照ページ：P.18
